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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月13日(2019.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）乳化重合により調製された水性ポリマー；
　（ｂ）Ｔ０（膨張開始）およびＴｍ（最大膨張）を有する複数の膨張可能なミクロスフ
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ェア；および
　（ｃ）任意に、添加剤
を含み、
　前記ポリマーが、膨張可能なミクロスフェアのＴ０およびＴｍの中間点：（Ｔｍ＋Ｔ０

）／２で、０．１６ＭＰａ以上０．３ＭＰａ未満の弾性率を有し、ｔａｎδが０．３５よ
り大きいことを特徴とする、コーティング組成物。
【請求項２】
　前記ポリマーが、０．２ＭＰａ未満の弾性率を有し、ｔａｎδが０．４より大きいこと
を特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項３】
　前記水性ポリマーが、酢酸ビニルエチレン分散物、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニルポ
リビニルアルコール、デキストリン安定化ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニル共重合体、酢
酸ビニルエチレン共重合体、ビニルアクリル樹脂、スチレンアクリル樹脂、アクリル樹脂
、スチレンブチルゴム、ポリウレタン、およびこれらの混合物からなる群から選択される
ことを特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項４】
　前記膨張可能なミクロスフェアが、ポリマーシェルおよび炭化水素コアを有することを
特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項５】
　消泡剤、湿潤剤、界面活性剤、着色剤、架橋剤、防腐剤、充填剤、顔料、染料、安定剤
、レオロジー調整剤、ポリビニルアルコール、またはこれらの混合物をさらに含むことを
特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項６】
　前記コーティングが、３０乾燥重量％以下の前記膨張可能なミクロスフェアを含むこと
を特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項７】
　前記水性ポリマーが、ｌｏｇ（弾性率）対温度である絶対勾配が０．０１４より大きい
ことを特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項８】
　前記水性ポリマーが、ｌｏｇ（弾性率）対温度である絶対勾配が０．０２５より大きい
ことを特徴とする、請求項７に記載のコーティング。
【請求項９】
　前記膨張可能なミクロスフェアが、８０℃未満のＴ０を有することを特徴とする、請求
項１に記載のコーティング。
【請求項１０】
　前記膨張可能なミクロスフェアが、９０℃未満のＴ０を有することを特徴とする、請求
項９に記載のコーティング。
【請求項１１】
　前記膨張可能なミクロスフェアが、１５０℃を超えるＴｍを有することを特徴とする、
請求項１に記載のコーティング。
【請求項１２】
　前記膨張可能なミクロスフェアが、１３０℃を超えるＴｍを有することを特徴とする、
請求項１１に記載のコーティング。
【請求項１３】
　前記添加剤が、粘着付与剤、可塑剤、ワックス分散添加剤、防腐剤、およびこれらの混
合物からなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載のコーティング。
【請求項１４】
　前記ワックス分散添加剤が、１００℃未満の融点を有することを特徴とする、請求項１
３に記載のコーティング。
【請求項１５】
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　前記ワックス分散添加剤が、パラフィン、蜜蝋、合成ポリエチレンワックス、およびこ
れらの混合物からなる群から選択されることを特徴とする、請求項１４に記載のコーティ
ング。
【請求項１６】
　基材と、請求項１に記載の接着剤を含む組成物とを含む物品。
【請求項１７】
　出荷または郵送の保護パッケージである、請求項１６に記載の物品。
【請求項１８】
　（ａ）（ｉ）酢酸ビニルエチレン分散物、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニルポリビニル
アルコール、デキストリン安定化ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニル共重合体、酢酸ビニル
エチレン共重合体、スチレンブチルゴム、ポリウレタン、およびこれらの混合物からなる
群から選択される乳化重合により調製された水性ポリマーと、（ｉｉ）Ｔ０およびＴｍを
有する複数の膨張可能なミクロスフェアとを含み、前記ポリマーが、膨張可能なミクロス
フェアのＴ０およびＴｍの中間点：（Ｔｍ＋Ｔ０）／２で、０．３ＭＰａ未満の弾性率を
有し、ｔａｎδが０．３５より大きいコーティング組成物を調製する工程、
　（ｂ）紙、板紙、木材、箔、プラスチック、またはプラスチックフィルムである基材上
に前記コーティングを塗布する工程、
　（ｃ）前記コーティングを乾燥させて、水を実質的に除去する工程であって、乾燥温度
がＴ０未満である工程、および、
　（ｄ）Ｔ０以上の温度で、前記組成物を膨張させる工程
を含む、物品を形成する方法。
【請求項１９】
　（ａ）（ｉ）酢酸ビニルエチレン分散物、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニルポリビニル
アルコール、デキストリン安定化ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニル共重合体、酢酸ビニル
エチレン共重合体、スチレンブチルゴム、ポリウレタン、およびこれらの混合物からなる
群から選択される乳化重合により調製された水性ポリマーと、（ｉｉ）Ｔ０およびＴｍを
有する複数の膨張可能なミクロスフェアとを含み、前記ポリマーが、膨張可能なミクロス
フェアのＴ０およびＴｍの中間点：（Ｔｍ＋Ｔ０）／２で、０．３ＭＰａ未満の弾性率を
有し、ｔａｎδが０．３５より大きいコーティング組成物を調製する工程、
　（ｂ）紙、板紙、木材、箔、プラスチック、またはプラスチックフィルムである基材上
に前記コーティングを塗布する工程、
　（ｂ１）任意に、前記コーティングを乾燥させて、水を実質的に除去する工程であって
、乾燥温度がＴ０未満である工程、
　（ｃ）前記第１の基材の異なる部分上に接着剤組成物を塗布する工程、
　（ｄ）任意に、前記コーティングを乾燥させて、水を実質的に除去する工程であって、
乾燥温度がＴ０未満である工程、および、
　（ｅ）Ｔ０以上の温度で、前記組成物を膨張させる工程
を含む、物品を形成する方法。
【請求項２０】
　工程（ｂ）および工程（ｃ）は、単一の工程として実施される、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２１】
　（ａ）酢酸ビニルエチレン分散物、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニルポリビニルアルコ
ール、デキストリン安定化ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニル共重合体、酢酸ビニルエチレ
ン共重合体、スチレンブチルゴム、ポリウレタン、およびこれらの混合物からなる群から
選択される乳化重合により調製された水性ポリマー；
　（ｂ）Ｔ０（膨張開始）およびＴｍ（最大膨張）を有する複数の膨張可能なミクロスフ
ェア；および
　（ｃ）任意に、添加剤
を含み、
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　前記ポリマーが、膨張可能なミクロスフェアのＴ０およびＴｍの中間点：（Ｔｍ＋Ｔ０

）／２で、０．３ＭＰａ未満の弾性率を有し、ｔａｎδが０．３５より大きいことを特徴
とする、コーティング組成物。
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